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長そうめんを食べる図。そうめんが庶民の食べ物として、

普及したのは江戸時代になってからで、当時は長いものが

多かった。書入れは「素麺に見たて涼し幾 瀧農景」 

「狂斎図譜」（部分）1723 年（享保 8） 

奈良三輪そうめん山本 

ぼくじょうさい 

ト 定 祭で行われる「三輪素麺掛唄」。 

伝統的な手延べそうめん作りの様子を 

再現している。提供：大神神社 

※ト定祭は神託で今年の素麺の卸値を 

決める行事です。 

参考文献：「奈良トリセツ」昭文社 


